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研究成果の概要（和文）：Web上のデータは，多様性の増大と情報量の爆発が起きている．これは主に，UGC(User Gene
rated Contents) が容易に生成可能となったことに起因する．一般に UGC の情報は質の点で玉石混淆であるが，書籍
のように十分推敲された情報と比較すると質が相対的に低下している点が問題である．本研究課題では，Web上で公開
されている情報の外部要因，内部要因を用いることによって，爆発的に増大し続けているWeb上のデータから質の高い
情報を抽出するための基盤技術として，外部要因，内部要因の分析，体系化技術，統合利活用技術について実用的な時
間で計算可能であるアルゴリズムの開発を行った．

研究成果の概要（英文）：In the Web, there are many types of, a lot amount of data. This is because, many 
persons publish information on the Web, which is called UGC (User Generated Contents). Generally, the 
quality of these information vary, but the quality should be lower than reviewed contents. In this 
research, we automatically measure the quality of Web contents using the outside element and the inside 
element of the information.

研究分野： 情報検索，データマイニング
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１．研究開始当初の背景 
近 年 増加し て いる情 報 の一つ に  UGC 
(User-Generated Contents; 閲覧者が編集可
能なコンテンツ) が挙げられる．このような
コンテンツの例は Wikipedia やヤフー知恵
袋などである．これらのコンテンツに含まれ
る情報は，必ずしも正確な情報，分かりやす
い情報ばかりではなく，質の低い情報も数多
く含まれている．そのため，情報の質を自動
的に算出する方法を構築することが急務で
ある． 
２．研究の目的 
本研究では，大量の UGC からそのコンテン
ツの質を算出する方法の研究開発を行う．現
在までに，情報検索，テキストマイニングに
関する研究は一般に行われているが，コンテ
ンツそのものの質を計測する方法は研究が
不十分である．特に，インターネット上の情
報が社会に与える影響が大きくなるに従っ
て，重要な研究課題と予想される．また，情
報量の増加に伴って，大量の情報に対しても
実用的な時間で計測が可能であることは重
要である． 
３．研究の方法 
本提案では，情報の質を測定するための方法
を確立した．情報を測定するための方法とし
て，提案者は次の二つの方法によって情報の
質を計測した． 
 外的要因に基づく測定方法：情報に付随

する情報として著者の情報と閲覧者の
情報を利用した．つまり，より多くの閲
覧者に閲覧される情報であり，さらにそ
の情報が消去されない場合，その情報を
記述した著者は信頼できると考えられ
る 

 内的要因に基づく測定方法：信頼度の高
い情報に含まれている可能性が高い単
語，低い単語が存在する．そのため，信
頼度に関係すると考えられる単語を特
定し，その単語の出現度合によって信頼
度を算出した． 

４．研究成果 
Wikipedia の外的要因に基づく質の計測を行
うために，編集履歴を用いる方法，h-index
を用いる方法など，様々な測定方法を用いた．
基 本 的な考 え 方とし て ，ある 記 述 が
Wikipedia に書かれ，その記述を多くの人が
書き換えたとき，その記述の質は低く，多く
の人がそのまま残存させたときその記述の
質は高いと考えた．この考え方を基に記事の
質を算出し，Web サービスとして公開した． 
ところが新たな問題として，記述が書き換え
られたかどうかを判定することが困難であ
るという点が発生した．もしある記述が別の
編集者によって大幅に書き換えられたとし
ても，その記述が意味することは同じである
場合もあれば，異なる場合もある．書き換え
られる前と後で共通する文字列の数だけで
は，記述の意味が変化したかどうかを測定す
ることはできない．そこで，クラウドソーシ

ングを用いて意味の変化を測定した．その結
果，質の測定精度は向上した． 
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